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C－25垂直磁気記録におけるCo－Cr膜の飽和磁化の効果
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　垂底磁気紀録においてはCo－Cr贋の飽和磁化が大きいものほどヘッド・媒体

開磁気的相互作用が強まり、記鎌・再生感度ともに良好になるD。しかし飽和

磁化を大きくすると、記録感度では媒体の内部磁界の影響を受け、また薦生感

度ではヘッド・媒体圃磁気的相互作用が強まるだけでなく媒体残留磁化も大き

くなるのて、棚’1：作川の効果だけとは註えない。そこて本報告ては、Co－Cr胴

の飽和磁化が記録・ill生に及ぼす効果を検討した桔果を述べる。

旦．」1一　記録時には、Co－Cr層表而の飽和磁化が主磁極膜のそれに近づくほど、ヘッ

ド・媒体闘磁気的欄互1、三用は強まり、強くてかっ鋭いヘヅド磁界が発生するD。

これによって媒体は十分飽和磁化され、良好な記録持性が得られる。これに対

し、Co－Cr膚表面の面磁荷による磁界は常に媒体内部で減磁界として働き、裏

打ち層との境界の面磁荷による磁界も、Co－Cr層の飽和磁化Hsこ、一口が裏打ち
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1藍の飽和磁‘ヒHsItよりも大きい時には減磁界として働く（図1）。したがって、　Co－Cr層の

飽和磁化が裏打ち磁より大きくなるほど媒体飽和度は悪化すると推測される。このように相

互作用と媒体内部磁界はCo－Cr贋の飽和磁化の大きさに対して相反する性質をもっている。

　一方、冊生時には、Co－Cr層の飽和磁化は媒体残留磁気モーメントとヘッド・螺体間磁気

的相互作用すなわち肉IL感度関数に影響ゆるか、従来の組成均・膜では、これらを分離ゆる

ことができなかった。しかし組成傾斜膜”を用いれば、膜厚方向に平均した飽和磁化Hs、す

なわち膜平均の磁気モーメントが同じで、表面の飽和磁化Hstの異なる媒体を作成すること

ができ、これを用いると、Hstが大きいものほどヘヅド・媒体問磁気的相互作用が強まり、

i1∫生感度関数が鋭くなるので、相互作用の効果によって再生出力が大きくなると予測される。
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　以上のことを確かめるため、先ず、Co－Cr層のMsたけが異なる4種類の組成均…な二層膜

媒14｛を使用して、媒体飽和度の指標となる甫生振幅非対称度ASR2　のCo－Cr層Hs依存性を測

定した。その結果を図2に示すが、鵬が400emu／ccまではASRが小さくなり、媒体の飽和度

が良好になるが、それ以量二に大きくなると逆にASRも大きくなり、媒体飽和度が悪化する。

400emu／ccは裏打ち層の飽和磁化｛約500emu／cc｝とほぼ等しく、喪面の磁荷すなわちこれ

による減磁界が最小となる1直である。この結果、MSI。一・，がHSaよりも小さい時にはヘッド

・媒体間磁気的相旺作川力‘、大さい時には媒体内部磁界が、それぞれ支配的に働くことがわ

かる。

　さらに図3に、膜1「1方向に平均した飽和磁化橋が1司じで、表面の飽和磁化Hstが異なる組

成傾斜膜を川いて、Hstと画生lilカの関係を測定した結果を示す。予測どおり、　Mstが圭磁

極のMsに近づくほどヘッド・媒体問磁気的相互作用が弓萸まるため、ヘッドの11｝生感度が向上

して、両生出力が増加することが示されている。

　Co－Cr麟の飽和磁化が記録書1姓特性に及ぼす効果にっいて調べ、記録時には、ヘッド・媒

休闘磁気的相互作lllだけてなく媒体内部磁界が、再生時には、ヘッド・媒休問磁気的相互作

川が、それぞれ記録再生特性に影響することを確認した。
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図1　媒体内部磁界
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図2　再生振幅非対称度ASRのHs依r『性
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図3　再生出力の表面の飽和磁化依存†1三
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